



















































































































































変換は二つの事象に対して c 2t2- s2なる量を不変にするように導出された

























































































































































ここで，時空的間隔は座標系によらないから (1000十 e)2-10002= t 2が成
44 -
3章時間と空間
立つo e > 0であるから， t > 0であるが，宇宙船の速度が光速に近づくと，
Eは0に近づくから，上の等式から tもOに近づく。宇宙船の速度が光の速さ
に近いと，宇宙船の中の乗員にとっては1000光年の距離も瞬く聞に到達できる
のである。この場合，字宙船から見ると，地球と星が，後方向に光速近い速度
で動いていることになる。この場合，地球と星が後退する速度に，地球が遠ざ
かり星が近づくまでの時聞を掛けたのが宇宙船から見た地球と星の聞の距離で
ある。この距離は勿論1000光年よりずーっと短いことはあきらかである。地球
と星までの距離は，それらが宇宙船に対して動いているから短く見えるのであ
る。
一方，これを地球から見ると，宇宙船は星に到達するまで1000年以上の時聞
がかかる。そして，その間，宇宙船のなかの人聞は殆ど年をとっていないよう
に見える。地球からみれば，宇宙船の中の人聞は寿命が伸び、たように見えるの
である。
人間を光速近い速度で飛ばすことは実際には不可能なことであるが，素粒子
ならそれが可能である。高エネルギーの宇宙線が上空の気体分子と衝突する
と，ある種の素粒子が生成される。生成された素粒子は光速に近い速度で地上
にふりそそいでいる。一般に，素粒子は，半減期という固有の寿命をもっ。半
減期とは素粒子が生成されて別の素粒子や光子に崩壊するまでの時間である。
上空で生成された素粒子が崩壊するまでに飛行した距離，即ち，素粒子がそ
の寿命の聞に飛行した距離を測定すると，光速に素粒子の寿命を掛けて計算し
た長さよりずーっと長い。これは，素粒子が光速近くで飛行しているため，地
上に静止した我々から見れば，素粒子に固定された時聞はゆっくり進み，素粒
子の寿命が伸びたように見えるからである。
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